
令和 7 年度 事業報告書 

令和 7 年 4 月 1 日～令和 8年 3月 31 日 

公益社団法人大日本書芸院 

 

１ 事業の概要  

不特定多数の書道を愛する国内外の人々に対して、書道芸術の指導、普及推進を 

図った。また、若手作家の発掘や育成のため、展覧会に新人賞を設定する等、充実 

した展覧会を開催し、一般公衆に対し一層の書道芸術の普及振興を図った。 

 

２ 事業実施に関する事項 

１－１ 書道展覧会事業（公益目的事業 1） 

  書道に関する作品を展示し、一般公衆に普及を図るための書道展覧会事業 

 

（1）第 86 回 国際文化交流 公益社団法人大日本書芸院展 

ア．第 86 回 国際文化交流公益社団法人大日本書芸院展並びに特別展示－創設者 

阿部翠竹先生コーナー展及び第８回学生部選抜展（代表作８３点展示）を 

令和 7 年 6 月 23 日より 30 日までの 8 日間、東京都美術館において開催した。 

    今回展の概要は次のとおりである。 

・出品者総数：1,254名 

 内 訳: 国内 702名 台湾 536名 中華人民共和国 15名 カナダ 1名 

   ・総 展 示 数：一般 721点 学生 83点 

   ・入 場 者 数 ：4,647名 

   ・作 品 内 容：漢詩・前衛書・近代詩文・仮名・水墨画 

   ・褒  賞：内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・北村西望賞・大賞・準大賞 

・福田賞・神奈川県知事賞・横須賀市長賞・国際文化賞・特別賞 

・奨励賞・横須賀市教育委員会教育長賞・推薦・特選・準特選 

・秀作・佳作・新人賞を授与した。 

  イ．第 86 回 国際文化交流公益社団法人大日本書芸院展作品集を刊行した。 

内容は、国内出品者全員の作品を収録、出品者全員に配布し、諸外国からの 

出品作品については、推薦受賞以上の作品を収録、上位入賞者に配布した。 

・発 行 日：令和 7 年 9 月 

・発 行 部 数： 840 部 

・国内出品者配布数： 700 部 

・諸外国への配布数：  35 部 

・贈 呈 部 数：  33 部 

 

 



（2）新春誌上展覧会の開催 

書道に興味のある不特定多数の人々に対して、書道作品を本院会誌「日本書芸」 

3 月号誌上に掲載し、書道芸術の普及振興を図った。 

第 86 回大日本書芸院展と同時開催の「第 8 回学生部選抜大日本書芸院展」 

として、開催会場である東京都美術館において全国の学生上位授賞者（83 名）の 

作品を展示、出品者全員に記念品と賞状を授与した。 

また、第 87 回新春誌上展の学生部の作品は、誌上展覧会として、全作品を本院 

ホームページにおいて掲載した。 

・表  彰 秀 華 賞  7 名 

 優 華 賞  6 名 

 大日本書芸院賞  7 名 

 学 年 代 表 賞 57 名 
 

      ・ 出品者数 一般部：1,001 名（内、高校生 59 名） 

学生部： 656 名（内訳：幼小学生 448 名・中学生 168 名） 

 

（3）地区連合書道展の開催 

   例年、全国の 9 地区において地域主体の書道展を開催し、地元の作品を地元の人々に 

鑑賞してもらうことで、各地域での身近な芸術として、書道芸術の普及振興を図った。 

    展覧会名 会 期 出品点数 入場者数 

第 34 回八戸地区連合展 R7.4.11～13 52 点   468 名 

第 51 回青森地区連合展 R7.4.24～27 77 点 487 名 

第 49 回徳島地区連合展 R7.7.19～7.21 287 点 1052 名 

第 14 回横須賀地区連合展 R7.9.13～15   62 点 411 名 

第 41 回湘南地区連合展 R7.9.9～15   40 点 402 名 

第 38 回東京地区連合展 R7.10.3～7 58 点  738 名 

第 46 回群馬地区連合展 R7.10.10～10.14 81 点 585 名 

第 34 回千葉地区連合展 R7.10.30～11.2  29 点 139 名 

第 23 回横浜地区連合展 R7.11.7～10   56 点 487 名 

 

 

１－２ 書道教育指導事業（公益目的事業 2） 

 

貴重な文化遺産である書道を広く一般大衆に普及させるための書道教育指導事業 

 
 
 

 



 

（1）書道芸術の研究及び指導  

 ア．書道技術の上達を希望する一般市民に対し、一般部・中学生部・幼小学生部に 

分けて、毎月 17 日締切で全員に課題の出品を義務付け、基本の確立を図った。 

   さらに中学生以上には、半紙臨書及び小筆による漢字・仮名と、美しい毛筆書を 

習熟させた。 

また、一般部には研究課題として、半紙臨書、半切漢字、仮名、臨書・ 

王羲之（十七帖）(集王聖教序)・歐陽詢（九成宮）・顔真卿等の優れた古典の書法、 

技法を習得させるほか、現代書風の研究として前衛書、近代詩文書の指導を行った。 

 

イ．講習会指導 

書技の向上を図るための講習会（練成会）を次の通り実施した。 

 

地 区 日 付 受講者 

徳島地区練成会 R7.2. 9 46 名 

横浜横須賀湘南地区練成会 R7.2.11 37 名 

群馬地区練成会 R7.2.16 40 名  

東京地区練成会 R7.2.23 61 名 

八戸地区練成会 R7.3. 1 40 名     

青森地区練成会 R7.3. 2 23 名 

横浜横須賀湘南地区練成会 R7.3. 9 59 名 

合 計  306 名 

   ※86 回展のための練成会であり、会計上は前受金として処理している。 

 

ウ．刊行物 

   当法人で作る「日本書芸」を毎月研究誌として刊行、主に会員に配布した。 

 

（2）文化事業への協力 

各地域における市民文化祭、書道連盟展に積極的に協力し、次のとおり友誼団体と

の交流を図った。 

 

 

 

 



 

ア．第 78 回横須賀市民文化祭（市民書道展） 

  会 期：令和 7 年 11 月 7 日(金)～11 月 10 日(月) 

  会 場：横須賀市文化会館 3 階 市民ギャラリー 

  出品者数：  一般部 53 名 学生部 53 名 

  観覧者数： 427 名 

 

イ．第 53 回横須賀書道連盟展 

  会 期：令和 8 年 3 月 6 日(金)～3 月 8 日(日) 

  会 場：横須賀市文化会館３階 市民ギャラリー 

  出品者数： 44 名 

観覧者数： 303 名 

 

２－１ 昇段級試験（収益事業 1） 

 書道の習熟度を計るための試験を実施し、段級付与及び証書を交付する事業 

 

（1）準師範以下の会員に対し毎年 1 回、9 月に昇段級試験を実施、習熟度を図った。 

   令和 7 年 9 月 30 日受験作品応募締切、昇級後の証書を出品者全員に交付した。 

受験者数は次のとおりである。 

   〇 一般部                391 名 

      ・師範部(四段以上取得者で、師範へ昇級を望む者)              107 名 

      ・条幅部(初段以上取得者で、準師範までの昇級を望む者)         83 名 

      ・半紙部(1 級甲～5 級甲の級取得者)                           201 名 

   〇 学生部                 708 名 

        合 計                1,099 名                               

 

３－１ 教材頒布事業（その他事業 1） 

 主に会員向けに教材等を頒布する事業 

 

（1）硯・墨・筆・紙等の書道用品の販売 

   市販の書道用品は個人で購入すると高価なため、業者から安価に物品を仕入れ、主 

に地域書道普及員から注文の都度、本部事務所より安価に物品を販売した。 

 

（2）チャリティカレンダー（1 部￥2,000）を制作頒布し、売上金の一部を社会福祉事業

に役立ててもらえるよう横須賀市に、40 万円寄付した。 

   令和 7 年 12 月より頒布 発行数：800 部（頒布数：705 部 贈呈数：33 部） 

   寄付先：横須賀市【よかった ありがとう】基金 

：寄付額４０万円（令和 8 年 3 月 25 日） 

 

 

 


